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Ⅲ．人工授精

１．人工授精の意義とメリット

人工授精については、以下のメリットがあり、改良のために不可欠な技術として

世界的に広く活用されてきています。我が国においては、昭和３０年代から４０年代

後半にかけて牛において一気に普及が進み大きな改良速度を達成してきています。

山羊における人工授精は、技術的には牛と同時期に確立されていますが、後代

検定等の優良雄山羊の選抜を正確に行う仕組みがないこと、山羊乳が自家消費中

心であったため、泌乳量等の改良に対する要望が大きくなかったこと、雄山羊１頭で

相当程度の頭数を交配することが可能であるなど人工授精の必要性がそれほど高

くなかったことが背景となって普及が進んでいません。

人工授精のメリット １０
１． 遺伝的能力の早期判定

２． 種雄山羊の利用効率拡大

３． 生殖器病の伝染予防

４． 輸送の簡便化

５． 繁殖コストの低減

６． 受胎率改善

７． 遺伝資源の保存

８． 繁殖システムの効率化

９． 繁殖データの正確化

１０．学術研究への利用

【解 説】

（１）遺伝的能力の早期判定

短期間に多数の雌に交配できることから､後代検定等により遺伝的能力の把

握を早期かつ正確に行うことができます。

（２）種雄山羊の利用効率拡大

遺伝的能力の判明した、優良な種雄を広域的に利用することが可能であるた

め、改良速度が大幅にアップします。

［自然交配］ 高

…

能

♀♀♀ ♀♀♀ ♀♀♀ … ♀♀♀ 力

♂ ♂ ♂ ♂
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［人工授精］ 高

♂ ♂ 能

♀♀♀ ♀♀♀ ♀♀♀ … ♀♀♀ ♂ ♂ ♂ 力

♂ ♂ ♂ ♂

（３）生殖器病の伝染予防

交配（生殖器の直接接触）によって感染するトリコモナス症、流産菌症、ビブリ

オ症、ブルセラ症については、精液中に排菌等がされていないかぎり感染の恐れ

がありません。（ただし、一方では精液が汚染されている場合には感染を広げてし

まう危険性もあります。）

（４）輸送の簡便化

生体をトラック等で移動する必要がなくなり、０．５ｍｌ（０．２５ｍｌ）のストローで

国内はもちろん世界中を移動することが可能です。（海外との精液の貿易につい

ての衛生条件の取り決めがなされれば個々に検疫の手続きを踏む必要もありま

せん。）

（５）繁殖コストの低減

繁殖期の雄山羊は強い臭気を放つため周辺に住宅地があるような場所ではと

ても飼うことはできません。また、雄山羊を繋養するための手間（人件費）、畜舎

等の施設費、薬品代等のコストに比べると保管器と液体窒素に要する経費は僅

かなものです。このことにより５０頭の雌山羊を飼っている場合に各々の特性に

合わせて各個体に異なる雄山羊を交配することも可能となるため、遺伝的バリエ

ーションを増やすことも可能となります。

（６）受胎率改善

老齢等により乗駕欲がない、後肢に損傷があり乗駕出来ない、雄雌間の体格

が違いすぎて交配させることが不可能等の理由により自然交配が不可能な個体

からも採精の上授精することが可能です。精液性状や精子数に問題のある個体

を早期に発見できることにより、他の雄に直ちに代えることも可能です。（自然交

配においては不受胎であっても雄側か雌側か原因の分からないまま、繁殖シー

ズンを終えてしまう危険性があります。）

（７）遺伝資源の保存

凍結精液は半永久的に保存することが可能であるため、非常に優れた種雄の

精液を死後にも利用することができます。また、珍しい品種や系統を凍結精液の

形で遺伝的に変異させることなく保存できます。
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【参考】家畜の遺伝資源

長野支場では、（独）農業生物資源研究所をメインバンクとして

実施されているジーンバンク事業のサブバンクとして、日本ザー

ネン種 、トカラヤギ、シバヤギについて遺伝資源としての維持

保存を行っています。

（８）繁殖システムの効率化

人工授精では１日に集中して授精を行うことが可能であるため、発情の同期

化を行うことにより集中的に交配・分娩させることで効率的な繁殖管理を行うこと

ができます。

（９）繁殖データの正確化

人工授精を行うことにより授精時期が明確になるとともに、精液証明書により

交配種雄の名号や血統が明確になります。また、人工授精を受けるために発情

確認を行うことにより雌山羊の状態も把握できます。

（１０）学術研究への応用

人工授精技術は精子による遺伝診断、精子の代謝、体外受精、精子（Ｘ精子、

Ｙ精子分離）による雌雄生み分け等の生物学研究に活用されてきています。

２．人工授精の基本

（１）繁殖生理

①性成熟

ア．雌の場合

２～４月生まれであり栄養状況が十分であれば、９月からの発情開始時に

交配（当歳種付け）しても母山羊の発育等に何ら影響はありません。ただし、

この当歳種付けを行った場合には、初産次の泌乳量がやや低くなります。

（５月生まれ以降の場合は９月に発情が来ても体の発育が不十分なので１

回から２回発情を見送った方が無難です。）

イ．雄の場合

３カ月令頃より相互に乗駕するようになり、体（特に後躯）が尿等で黄色く

汚れてくるようになります。９月からの発情開始時に供用しても全く問題あり

ません。

性成熟と春期発動の違い；厳密には排卵

や射精が開始されることを春期発動と言

い、これらが安定して、繁殖に供用できる状

態となることを性成熟と言います。
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繁殖供用可能となるのは雄は４～６カ月令、雌は５～８カ月令。

②発情季節

ザーネン種等乳用山羊は秋から冬にかけて発情が来ます（９～１月）。ま

た、雄山羊を雌山羊と隣接して飼養している場合は、雌だけで飼養している

場合に比べて発情が早く来る傾向にあります。

シバヤギは周年繁殖であり、発情は年間を通じてあります（下図参照）。

◎明確な発情季節を持つザ

ーネン種等であっても、東

南アジア等の雨期・乾期が

明確にあり、かつ粗飼料の

みの粗放な飼い方をされて

いる場合には、暦上の季節

には関係なく、栄養条件の

良い（草が豊富な）雨期に

発情が来るようになります。 東大農学部付属農場における月別分娩率 (n=249）

（「実験生殖生理学の展開」ｿﾌﾄｻｲｴﾝｽ社を改変）

◎非繁殖季節末期（８月）の環境温度が低い場合は発情の開始が早まり、温度

が高い場合は遅れる傾向があります。

③発情周期

発情周期は約２１日（１８～２３日）で、発情持続時間は約４０時間（２０～６０時

間）とされています。一般的に未経産等の若い雌では発情周期が１～２日程度

短く、発情持続時間も短い傾向があります。

ただし、個体差があるので少数頭を繋養されている場合には、各々の山羊の

発情周期や発情持続時間を記録しておくと、より正確な繁殖管理が可能となり

ます。

（東大付属農場での成績では、シバヤギの発情持続時間はやや短く２２時間

程度と報告されています。長野支場の場合はあまりザーネン種と差がないよう

です。）

発情周期は２１日、発情持続時間は４０時間。
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（２）精 液

山羊の精液量、精子濃度及び生化学的性状は以下の通りです。

◎精液量 ０．５～１．５ｍｌ 平均１．０ｍｌ

◎精子濃度 １２～３５億／ｍｌ 平均２０億／ｍｌ

◎ｐＨ ６．４～７．１ 平均 ６．８

◎色 白色又は淡黄（緑）色

◎粘稠度 濃厚で粘稠

◎活力概観 渦流

◎比重 １．０３２～１．０４７ 平均 １．０３９

精液の洗浄（希釈液で希釈の上、軽く遠心分離をかけて上澄みを取り除くこと）を行い精

漿を除去することは融解後の精子活力を高める上で有効です。

精液量は１ｍｌ、精子濃度は２０億／ｍｌ程度。

採精頻度としては、１日に３０～４０回まで可能との報告もありますが、継続的に採

取する場合は２回／日までとすべきです。また、発情していない又は発情が弱い雌

に対しては乗駕に時間がかかることがままあります。

【不良精液の基準】

◎無精子のもの（精液が黄緑色透明）

◎血液（精液がピンク）や尿、膿の混入

◎精子の生存率、活力が極端に悪いもの（新鮮精液で生存率が５０％以下のも

の、活力++以上のものが５０％以下のもの）

◎奇形率が極端に高いもの（山羊の平均奇形率は２２％）

◎ｐＨが著しく酸性又はアルカリ性のもの

不良 不良

６．４ 正 常 ７．１

精巣上体管の長さ

山羊・めん羊精子の大きさ（μm） 畜 種 長さ（ｍ）

山 羊 ４７～５２

頭部 ７．５～８．５ めん羊 ４７～５２

尾部 ５０～６０

山羊・めん羊は家畜の中で精液量が 資料「家畜繁殖学全書」

最も少なく、逆に最も濃度が濃いという特

徴を有し、精液量の約１／３を精子が占めます。



- 17 -

１．馬

２．牛

３．めん羊

４．山羊

５．豚

６．犬

７．鶏

各家畜の精子の外形

３．人工授精の実際

（１）採 精

人工膣法と呼ばれる方法が一般的に用いられています。電気刺激法は、電極を

肛門に差し込んで電気により射精の反射中枢を刺激して強制的に射精させる方法

であり雄山羊へのストレスが強いため、この方法は若齢・老齢のため乗駕欲がない

場合、後肢に故障があって乗駕できない場合、非繁殖期で交尾欲が弱い場合等に

限定して用いるべきです。

採精法

◎人工膣法

電気刺激法

精液については基本的に年間を通じて採取可能ですが、非繁殖期には乗駕欲が

著しく低下します。また夏季に３０℃を超える高温が続く場合には９月に入っても精

子数の減少、精子活力の低下、奇形精子率の上昇など夏季不妊症状を示すことが

あります。

①人工膣法による採精

【採精のプロセス】

周辺の掃除 雌の保定

包皮内洗浄 空乗り 採 精

（生理食塩水） 空乗りにより精液性状や

温湯の準備 人工膣の準備 精液量が改善されます

山羊の射精は牛と同様に一瞬の一突きで終わりますので、乗駕する前動作を

十分に覚え、タイミング良く、かつ素早く人工膣をペニスに当てがって下さい。
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【人工膣の準備】

◎緬羊・山羊用

ａ．膣筒にゴム内筒をくぐらせる ｂ．ゴム内筒を折り返す

膣 ゴム

ｃ．試験管をゴム内筒に差し込み固定した上で膣筒に差し込む

ｄ．ゴムを折り返し、試験管の付いた内筒を固定 ｅ．注入口に温湯を注入

（４５－５０℃周辺の気温

等により調整のこと）

ｆ．注入口に空気を吹き込み圧力を調整

空気

（注入後バルブを閉める）

注；湯が漏れる場合は試験管側の

折り返しゴム部をゴム紐等で縛

◎豚 用 （シバヤギ等） ります。

ａ． ｂ．

ｃ．

横面

ｄ． 山羊の場合、豚と違い精液量が少ないため採精時に外気

温湯 の熱感作を受けやすいので注意！ 空気

被せる ｅ．
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【乗駕の前動作として注目すべきもの】

◎ペニスを包皮から出す

◎ペニスを包皮内で波動的に動かせる。（腰の波動）

◎後肢に重心を移す。（この前動作として後肢は固定したまま前肢だけで

後ずさりします。）

また、採精がうまく行かず、乗駕をやめさせた場合に山羊がペニスを出したまま

であれば、ペニスに人工膣を被せればほとんどの場合射精します。

②電気刺激法

肛門に電極を挿入し、１０～１５ボルト（０．５～１．０Ａ）の電流を流すことにより

射精させるもので、具体的な手順は以下の通りです。

◎山羊を横臥保定します。

◎ペニスのＳ状曲部を伸ばしてペニスを露出させます。（できない場合が多い

ので、その場合は包皮の上からペニスを押さえる）

◎ガーゼ等で亀頭を巻き、指で押さえて保定します。

◎電極を肛門に挿入し、５秒間隔で通電します。（通常３回程度の通電で射精

します。Ｓ字曲部をマッサージした方が射精しやすいようです。）

スイッチ 挿入部

古いタイプの電気刺激器の場合は２５～３３ボルト（０．０５～０．１Ａ）を約５秒間

２０～３０秒の間隔を空けて電流を流します。手順は以下の通りです。
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◎電極を装着するまでは上記と同じです。

◎一端には注射針を第四腰椎付近の皮下に刺す。

◎もう一端の電極は潤滑剤を塗り肛門に１０㎝程度挿入する。

◎通電４～５回で射精します。

電極

注射針

挿入部

スイッチ

（２）処 理・検 査

採精後は、特に寒冷地域では温度変化の影響を受けやすいので、温湯中に保

管して下さい（少量の液体（精液）は温度変化を受けやすいことに注意！）。

コールドショック；急激な温度低

下により精子の膜が壊れ、不可

コールドショック 逆性の活力低下を起こす現象。

このほか紫外線（日光を含む）は精子の運動性に悪い影響を及ぼしますので

試験管を持って屋外を移動する場合には十分注意して下さい。

精子は温度変化に弱い。コールドショックに注意！

奇形率と受胎率（牛の場合）

採精後、精液の一部を取り、精子の 奇形率 受胎率

活力や奇形率について鏡検します。 １０％＞ ７４．６％

倍率は４００Ｘ（活力）、９００Ｘ（奇形 １０～１４．５％ ６３．２

率）です。一般に奇形率が２０％を越 １５～５０％ ５１．２

えると不良精液とされ、受胎率も低くなります。ただし、山羊の場合は平均奇形

率が２２％であり、３０％以上の奇形率でないと受胎率にあまり差がないとの報

告があります。
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（３）凍結保存

精液中のホスホリパーゼＡ類が卵黄と反応して希釈液を凝固させてしまうので、

山羊の希釈液はアセトンで卵黄の脂肪分を除去した卵黄パウダーを用いる（または

両性イオン緩衝液(ﾄﾘｽｱﾐﾉﾒﾀﾝ等)を添加する）必要があります。この点以外では、山

羊の精子は牛に次いで耐凍性が高いことが知られており、凍結保存を行う上で何ら

問題はありません。（なお、新鮮精液で活力の低いものは凍結しても無駄です！）

卵黄を含む希釈液は凝固するので卵黄パウダーを使用。

【凍結のプロセス】

１次希釈 ２次希釈 グリセリン平衡 凍 結

①１次希釈

温湯と同温の１次希釈液で最終希釈率の半分の倍率（例；最終１０倍希

釈の場合は５倍希釈）で希釈し、温湯の容器に入れた状態で冷蔵庫に入

れゆっくり５℃（６０～９０分間）にまで冷やします。

（注；このまま冷蔵保存精液として利用することも可能です。保存期間は１

週間程度です。また山羊乳又は牛乳を煮沸したものをそのまま希釈液と

して冷蔵保存するという簡易法もあります。）

３８℃

５℃

３８℃ ３８℃

５℃

②２次希釈

１次希釈液に最終グリセリン濃度の２倍の濃度のグリセリンを加えた２

次希釈液（５℃）で希釈（１次希釈後の分量と等量）します。ただし、グリセ

リンの影響を抑えるため一気に希釈するのではなく滴下または分割希釈

により徐々に希釈します。

○点滴法；６０分程度掛けて滴下により希釈

○分割法；１０～１５分間隔で４～５回に分けて希釈
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③グリセリン平衡 グリセリン；細胞膜透過性に優れ、細胞内に

従来は、２次希釈終了 入ることにより①細胞内の自由水と置

後５℃に３～８時間放置 換して細胞の収縮及び細胞内凍結を

する「グリセリン平衡」を 防止する②細胞内の塩類の濃縮によ

行った上で凍結が行わ る細胞構成タンパク質の変性を防止、

れていましたが、最近こ ③凍結による細胞外液中の氷量を抑

のグリセリン平衡はほと えて凍結及び融解の過程の物理的損

んど不要であることが明 傷を緩和する働きがあります。

らかになったため、２次希釈後直ちにストローに封入の上凍結が行われる

ようになっています。

④ストローへの封入（分注）

我が国では通常牛の凍結精液においては０．５ｍｌのストローを使用して

おり、長野支場で生産している山羊の凍結精液も０．５ｍｌ用のストローで

す。また、ストローへの分注は、本数が少ないため担当者がストローに吸

い込むことにより行っています。ストローの封入はストローパウダーにより

行いますが、ストロープリンター等がない場合はストローの色とストローパ

ウダーの色により識別ができるようにしておくと安心です。

⑤凍 結

凍結は、ストローを籠に並べ液体窒素蒸気（液面より４㎝程度上）に７～

１０分放置後（０．５ｍｌストロー）、液体窒素に浸漬することにより完了しま

す。凍結・融解とも－１５℃～－４０℃は氷晶が成長する（細胞を壊す）温

度域ですのでこの温度帯を速やかに通過させる必要があります。

凍結する際、０～－５０℃（特に－１５℃～－４０℃）

の温度帯は精子にとって有害なので注意！

［具体的な手順］

◎簡易急速凍結器

仕組みとしてはストローの入った籠を上から吊し、その籠をハンドルを回しなが

ら液体窒素の入っている部分に下ろしていくものです。
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粗動レバー 微動レバー

降下装置

目盛

○凍結器の中に液体窒素を目盛り（底から１１～１２㎝程度の深さ）まで入れ、１

０分間程度放置することで凍結器の温度を下げる。(予冷)

○予冷により凍結器内から蒸発した液体窒素を補充する。

○微動レバーを目盛が－２の位置になるまで回す。

○ストローを立てた籠を降下装置に吊り下げ、ストローの上端が凍結器本体の

上端から２㎝下辺りになるよう粗動レバーで下げる。

２㎝

凍結器

断面 ストロー

籠

○粗動レバーで下げた位置で１５秒間置いた後、２分かけて粗動レバーで籠を

一番下まで下げる（粗動レバーが動かなくなるまで）。

○次に微動レバーを回し目盛で－２から０まで３０秒かけて籠を下げる。

○籠を下げたまま１０分間静置。→凍結終了

◎簡易法

発泡スチロール容器の中に試験管立て等による架台を置き、架台の下１㎝程

度の所まで液体窒素を入れた上で架台の上にストローを寝かせて液体窒素ガス

により凍結させる方法でも良質な凍結精液を作ることが可能です。

発泡スチロール容器

ストロー

１㎝

液体窒素
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⑥保 管

保管器内の液体窒素量については、金属製の棒を入れる又は保管器

の重量を量ることにより定期的に確認して下さい。保管器内の液体窒素を

全て蒸発させて大事な凍結精液を全てダメにする事故は案外多いもので

す。（特に夏場は蒸発速度が速いので補充を早めにして下さい。）液体窒

素の補充は保管器内の液体窒素の量が１／３程度になった時が目安と言

われています。

金 ←霜が付く高さ

属 が 液 体 窒 素 の

棒 残っている深さ

液体窒素は残量が１／３程度が補充の目安

液体窒素の蒸発温度は－１９６℃ですが、凍結 ∫∫ １０㎝以下

精液保管器内でも温度は異なるということを十分

理解した上で凍結精液を取り扱って下さい。また、

キャニスターは保管器の口から下１０㎝以上には キャニスター

持ち上げないように心掛けて下さい。

－１００℃～－１５０℃

－１９０℃～－１９２℃

－１９４℃

－１９６℃

保管器から凍結精液を取り出す場合に、外気に晒すことが無いように、

なるべく保管器の口より下の部分で精液の確認を行うか、広口のジャーの

ようなもの（発泡スチロール容器でも可）の中で確認を行って下さい。２０℃

の室温に５秒間晒すことを３回行うことで運動精子率が１０％低下すると言

われています。
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凍結精液を５秒間室温（２０℃） 製造直後 ５５％

に晒した場合の運動精子率の ３回 ４５％（▲１０）

変化 １０回 ３５％（▲２０

（４）発情確認

①発情兆候

一般に山羊は以下のように発情兆候が明瞭で、発情を見逃すことは先ずあり

ません。しかし、まれに発情の微弱な個体がいますので、そうした個体は雄山羊

（試情雄）を用いて発情を確認する必要があります。

雌を群飼育している場合などは、去勢した雄を群れに加えるとその雄が雌の発

情を発見して発情の確認が容易になります。

山羊は発情兆候が明瞭！ 鳴き声、尾を振る、陰部の腫脹、

粘液を観察。

【発情兆候】

◎鳴き騒ぐ

◎尾を振る

◎外陰部腫脹・紅潮

◎陰部からの粘液量増加

◎落ち着きなく、動き回る

◎食欲の減少

◎他の雌への乗駕

◎雄に寄っていく、逃げない 秋山 賢一 原図

◎乳量の低下

発情雌の陰部 非発情雌の陰部



- 26 -

（５）授精適期

一般に山羊の排卵時期は発情開始３０～４０時間の発情末期であるので、精

子の上走時間、卵子の下降時間及び精子・卵子の生存時間を考えて発情開始２

０～４０時間を目途に授精すべきです。

発情開始２０時間～４０時間後が授精適期。

発情周期（発情間隔）

２１日

発情開始 発情開始

↓ ↓

発情持続時間 ◎雌の生殖器内での精子の

４０時間 受精能保有時間

４０～５０時間

排卵時期

授精適期 ◎卵子の受精能の保有時間

排卵後 ８時間

発情の開始時期が不明確な場合には、膣内の粘液の状態によって発情開始後

の時間が推測できますので、参考にして下さい。

膣内粘液による発情ステージの見分け方

発 情 初 期 …粘液は透明で、量は少ない

発情開始１２～１８時間…透明からやや濁り、量が多い

発情開始２５～３０時間…粘稠なクリーム状

１発情中に１０～１２時間間隔で２回授精した方が受胎率は高くなりますので、

複数回授精する場合は以下のタイミングで授精を開始して下さい。１回授精の場

合は発情開始１日後を授精の目処にして下さい。

【複数授精の場合の開始タイミング】
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◎夕方から発情が開始 明くる日の朝から授精開始

◎朝から発情が開始 夕方から授精開始

◎昼から発情が開始 夜又は明くる日の朝から授精開始

（６）凍結精液の融解

融解は３８～４０℃の温湯に１０秒程度漬けて行います。このときのストロー温

度は５℃前後となります。１０秒以上漬けると当然ストロー温度が上昇しますの

で、特に寒冷地域で外気温が低い場合には、暖められたストローの温度が急激

に低下することがないように注意して下さい。

融解温度と浸漬時間との関係

融解温 浸漬時間 精液温度

３８℃ １０秒間 ４℃

２０ １５ ０

４ ６０ ０

融解は３８～４０℃の温湯中に１０秒程度漬ける。

また、融解後ストローに付着している水滴は脱脂綿等で必ず拭い取って下さ

い。精液に水が混ざると精子がダメージを受けます。

（７）注 入（頚管鉗子法）

【注入のプロセス】

雌の保定 膣鏡の挿入 子宮頚管口の引き出し 注入

精液の融解 注入器へのセット

①精液の注入器へのセット

融解したストローの綿栓のない側をストローカッターで切断し、注入器に

セットします。

空気層 綿栓

切断位置
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注入器はシース管を用いますが、タイプと

しては「コンチネンタルタイプ」と「フレンチタイ

プ」があり、ストローの装着方式が若干異な

ります。牛の人工授精機器も若干長くて扱い

にくいものの、使用することは可能です。

［フレンチタイプ］ ［コンチネンタルタイプ］

冷蔵精液等の液状精液を注入する場合には先端部を軽く曲げたガラスピペ

ットを用いて行われます。

（この場合、膣内又は頚管内に精

液を注入した後もピペットのゴム部

は押した状態のまま抜き取って下さ

い。注入後ゴム部を離したため、膣

内の精液を再度ピペットに吸い取る

という基本的ミスも経験の浅い技術者の場合には生じます。）

②雌の保定

山羊を普通に４本脚で立たせたまま注入を行う方法もありますが、後

肢を持ち上げて倒立させて行う方が注入しやすいようです。倒立により

保定する方法としてはフェンス又は保定柵を使う方法と人が山羊の後肢

を持って倒立させ保定する方法があります。

山羊の尾は膣鏡の挿入や精液の注入時等にじゃまになりますので保

定者が上に引っ張る、または大型のクリップ等で挟み、上へ引っ張って
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下さい。

晴れた日に屋外で昼間注入す

る場合は問題ありませんが、屋

内又は夕方等暗い場所で行う場

合には、外子宮口が見えにくいので

膣鏡電灯等で膣内を照らす必要が

あります。

保定台を利用する方法

③膣鏡の挿入

膣鏡（緬山羊用、犬用、人間用）を挿入し、膣を開きます。奥の下側に

外子宮口が見えます。（膣の深さは個体差が大きく、膣鏡が全て入らない

深さのものから膣鏡から５㎝以上深いものまであります。）また、膣内に粘

液（淡白色）が多い場合には外子宮口がよく見えるよう脱脂綿等で取り除

いて下さい。

【参考】

ガラス管や透明プラスチック管で

作ることも可能です。サイズは未経

産（当歳）用が２２ｍｍ径で１７．５㎝

長、経産用が２５ｍｍ径で２０㎝長で

す。

膣鏡及び子宮頚管鉗子

④子宮頚管の引き出し

子宮頚管鉗子で子宮頚管の左上部を挟み膣鏡の先端まで手前に引き

出し、保定します。（大きく挟まないと頚管口が切れて出血させることがあり

ます。）

膣鏡 子宮頚管鉗子

子宮頚管鉗子で挟む位置は右利きの人 外子宮口

の場合は、左上部です。
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ただし、膣内の外子宮口の位置は個体差が大きいため、外子宮口の他の部

位を挟んだ方が注入しやすい場合もあります。

膣鏡で膣を拡げ、

子宮頸管鉗子で 外子宮口

外子宮口を手前

に引き出したところ

⑤注 入

子宮頚管には何層か（５層程度）の襞があるのでこれをくぐり抜けて深部

に注入器を挿入する必要があります。このため、ただ一直線に頚管を押す

のではなく、注入器の先端を前後左右に揺すりながら襞をくぐり抜けるよう

にして深部に注入して下さい。抵抗があるのに無理をして押し込むと頚管

の内壁を傷つける場合があるので注意して下さい。（授精適期を外れてい

ると頚管が十分に開いていないため注入器が入りにくい場合もあります。）

深部注入が受胎率向上のポイント！

襞を押している 襞をかいくぐる

（深部に入らない） （深部に入る）

注入器が一定の深さまで入ったら軽く注入器の先端を僅かに戻し、ゆっく

りと注入します。

（先端が壁面に当たっている場合に強く注入すると逆流する場合があるため）

注入部位により受胎率は異なり、子宮内注入した場合には子宮頸管内注

入を行った場合より約１０％程度受胎率が高いと言われています。またアン

ゴラ山羊における注入部位による受胎率の差は次のとおりと報告されてい

ます。ザーネン種の場合では、これらの成績より各々１０％程度高いようで

す。
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注入部位による受胎率の差

子宮頚管浅部（１㎝未満） ２７．０％

子宮頚管深部（１～３㎝） ４５．９

子宮内 ６８．６

緬羊で行われているような腹腔鏡とプローブ（探り針）を用いて直接子宮

角内に注入する方法については、受胎率は高いものの技術的に難しいの

と手間がかかるという問題があるほか、山羊の場合には頚管の深部注入

でも５０～７０％の受胎率が確保できることから国内ではほとんど行われて

いません。

Ⅳ．受胎・分娩

１．受胎確認

（１）ＮＲ（ノンリターン）法

約２１日の間隔で繰り返される発情が、妊娠した場合に停止することを利用し

た最も簡単な受胎確認方法です。ただし、妊娠発情を示すものがあるため信

頼性に欠けるとともに、季節外繁殖の場合のように発情が周期的に来ない場

合等においては利用できないという問題があります。

不受胎 発情 発情 発情

授精 授精 授精

受 胎 発情 妊娠

授精
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（２）超音波診断

①超音波画像方式

受精卵及羊水を画像として見るもので、交配３２日以後（５０～１００日の

間に行うのがベスト）にかなり高い確率で診断が可能な方法です。この方

法の判定精度は１００％であり、産子数の判定も９６～９７％の精度で行う

ことができます。使用するプローブはヒト用経膣プローブで、これにシース

（コンドームも使用可）をかぶせ、専用のゼリーを塗り付けた上で膣へ挿入

します。

卵巣や子宮は膀胱（尿があるので黒く写る）を目印にその周辺をゆっくり

探ることで発見、観察することができます。

膀胱 卵巣 子宮 膀胱 胎児

②超音波ドプラー方式

胎児の心音又は血流音を確認するもので、交配６０日以後において診断

が可能な方法です。この方法による判定精度は９０％以上ですが胎児数を

予測することはできません。
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（３）子宮頸管粘液

子宮頸管粘液については、発情期には主として唾液様で、発情休止期は

主として卵白様である一方で妊娠期にはかたくりゼリー様～餅ゼリー様にな

ることが知られていますので大雑把な妊娠診断法として使用することができ

ます。

妊娠期間による粘液像（例数６６）

粘 液 像

妊娠期間 唾 液 様 卵 白 様 かたくりゼリー様 餅ゼリー様

１６～２０日 １ ４ ２

２１～３０日 ２ ８ １

３１～４０日 ２ ３ ３

４１～６０日 ３ ３

６１～９０日 ５ ８

９１日～ ２ １９

割 合 １．５％ ６．１％ ３７．９％ ５４．５％

【参考】

発 情 期；唾液様７５．０％、卵白様２５．０％（例数３２）

発情休止期；唾液様１７．６％、卵白様７０．６％、かたくりゼリー様１１．８％（例数１７）

（４）触診等

妊娠３～４カ月になると腹囲の増大が見られるとともに、妊娠４カ月以降にお

いて腹部を下から持ち上げた際に妊娠して胎児がいる場合にはコツコツとした

固い物に当たる感触が分かることや右腹部で胎動を確認することにより妊娠が

分かります。

（５）その他

血中・乳汁中ホルモン（プロジェステロン）の測定等があります。

２．分娩時期

妊娠期間は１５１日前後ですので、分娩予定日を計算し、適切な準備等を行

って下さい。（最終種付け日から何日目に分娩するかを妊娠期間とした場合）

ただし、品種、産子数、産次によ 種付け時期による分娩時期の目安

って差があるので１４５～１５５日の ９月種付け－２月分娩

範囲と考えておいた方が無難です。 １０月種付け－３月分娩

妊娠していても発情が来る場合が １１月種付け－４月分娩
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ありますので、山羊の状態をよく観察して、予定日の２１日前に子山羊が生まれ

たり、分娩誘起をしたら１周期（２１日）早い未熟児であったということがないよう

に気を付けて下さい。

また、産子数や産次によって妊娠期間は異なり、一般的に多子の場合は単

子の場合より妊娠期間は短く、初産の場合は経産の場合より妊娠期間は短く

なる傾向があります。

【妊娠期間】

単子≧多子 経産≧未経産

３．流 産

流産は妊娠３５～４５日と９０～１１５日の間に生じやすい！

（１）流産の原因

流産はビタミンＡ欠乏、妊娠中毒、感染症により生じます。ホルモンのところ

でも記述しましたが、山羊は妊娠期間を通じて卵巣のプロジェステロンが主と

して妊娠維持を行うため、胎盤におけるプロジェステロンが妊娠維持の主役と

なるめん羊に比べて流産しやすいという特徴があります。特にアンゴラ種は他

の品種に比べて流産が起こりやすいことが知られています。

生理的な要因による流産の起こりやすい時期は妊娠３５～４５日の間と妊

娠９０～１１５日の間と言われています。

山羊における流産の原因

感染症によるもの その他の原因によるもの

流行性流産（クラミジア） 腹部の打撲（転倒、他との闘争）

トキソプラズマ 毒草等による中毒

マイコプラズマ ストレス

サルモネラｓｐｐ 栄養失調

ビブリオ（キャンピロバクター） 欠乏症（ビタミンＡ、マグネシウム）

Ｑ熱 不注意な薬物の投与

ヨーネ病 プロスタグランディンの投与

リステリア

（２）流産の場合の処置

連続して流産が起こるような場合は感染症による流産の可能性がありますの

で、獣医師に見てもらって下さい。また、流産した山羊は隔離するとともに後産

や流産胎児はビニール袋に入れて処分して下さい。


